情報通信月間特別企画シンポジウム

ICT利活用による地域活性化「ユビキタスエコノミー＆ソサイエティー」－観光の視点から－
配布資料
2007.6.22(金)13:30～17:00 浜松町 情報通信ネットワーク産業協会 会議場

本日の式次第       

・13:30-13:40 御 挨 拶：総務省 政策統括官（情報通信担当）寺﨑 明 氏

・13:40-15:00 パネルディスカッション１

　「ホスピタリティ・もてなしの現場から」澤の屋旅館主人／観光カリスマ 澤 功 氏

　「ＩＣＴと観光による地域活性化」内閣府 地方分権改革推進委員会委員長代理／岩手県 前知事 増田 寛也 氏

「こども向け参加型創造活動を通じた地域情報発信」NPO法人CANVAS副理事長 石戸 奈々子 氏

「BLOGによる地域おこし」「ブログ道」「メール道」著者／久米繊維工業社長 久米 信行 氏

・15:00-15:15 休憩

・15:15-17:00 パネルディスカッション２

　「地場のベンチャーが地域活性化に果たす役割」日本ベンチャー学会事務局長 田村 真理子 氏

　「地域イベントとＩＣＴ」　maab取締役／マーケティングコンサルタント／(長野五輪調整役として)

元国際オリンピック委員会出向 麻生 菜穂美(直派若柳流理事／師範名取 若柳 梅京)氏

　「市町村の観光行政」平安女学院大学 国際観光学部 教授／前 京都市理事 観光政策監

　　　　／ＫＡＮＳＡＩ＠ＣＡＮフォーラム副運営委員長／関西ベンチャー学会理事 清水 宏一 氏

　「ぐるなび事業の構想、構築、具現化を通じて感じる地域活性化の本質論」ぐるなび取締役会長 滝 久雄 氏

   ゲストコメンテーター：東海旅客鉄道（ＪＲ東海）相談役(前会長) 須田 寛 氏

　 サブモデレーター：常陽地域研究センター研究参与／埼玉大学客員教授／元関東経済産業局 産業部次長

久野 美和子 氏

モデレーター／司会：情報通信ネットワーク産業協会 技術政策部長／日本ベンチャー学会イノベーション

研究部会代表世話人 兼 幹事／研究・技術計画学会 評議員／ＫＡＮＳＡＩ＠ＣＡＮフォーラム 運営委員、

／映像情報メディア学会アントレプレナー・エンジニアリング研究委員会 運営委員 中原 新太郎 

主催：日本ベンチャー学会イノベーション研究部会、日本女性技術者フォーラム、KANSAI@CANフォーラム、

映像情報メディア学会アントレプレナー・エンジニアリング研究委員会、

関西ベンチャー学会 文化資産研究部会、情報通信ネットワーク産業協会　技術企画部会、

同協会 フォーラムワーキング「地域社会とコミュニティの発展」ワーキンググループ

協賛：IEEE EMS Japan Chapter、IEEE Japan Council Women in Engineering Affinity Group、

(社)電子情報通信学会、映像情報メディア学会、研究・技術計画学会、日本ベンチャー学会、

同 女性と企業研究部会、文理シナジー学会、関西ベンチャー学会、日本産業人材育成学会、

日本開発工学会、日本生活学会　生活情報化研究会、NPO法人 IAIジャパン、NPO法人ＣＡＮＶＡＳ、
ＹＲＰ研究開発推進協会
後援：(社)企業研究会、(社)関東ニュービジネス協議会、(財)常陽地域研究センター、国立情報学研究所、
　　　ＣＡＮフォーラム
問い合わせ先：情報通信ネットワーク産業協会 技術政策部(中原)

〒105-0013 港区浜松町2-2-12　秀和第一浜松町ビル3F

電話番号:03-5403-9357　　　Fax番号:03-5403-9360

Email：nakahara@ciaj.or.jp
概要

少子高齢化社会への対応、国と地方の財政再建、成長力・競争力強化等多くの課題の解決には、地方の社会

・経済・産業等の活性化が不可欠であり、そのツールとしてＩＣＴが期待されている。既に活用に向けて様々な模索がなされているが、成功例は極めて少ない。ここでは生活者、企業、地方自治体、NPO等、様々な分野、

特に観光の視点から今後に向けた課題の抽出と解決策の模索を行う。
講師略歴

寺﨑 明 氏

1974年 東京工業大学工学部電子物理工学科　卒業

1976年 東京工業大学大学院理工学研究科修士課程　修了

1976年 郵政省(現総務省)入省

2000年 北陸電気通信管理局長

2001年 総務省北陸総合通信局長

2002年 総務省大臣官房参事官

2004年 独立行政法人情報通信研究機構 理事を歴任。

その間、携帯電話の国際標準化、移動端末のデジタル化等、周波数の有効利用の 推進、技術開発政策の立案等

に従事、その後、総務省電気通信事業部長を経て、

2006年 総務省 政策統括官 (現職) 

澤 功 氏

  1937年 新潟県豊栄市に生まれる

1960年 中央大学法学部卒業、東京相互銀行に入行

1964年 旅館 澤の屋の一人娘（澤ヨネ子）と結婚

1965年 銀行を退職し、旅館　澤の屋の経営者となる

1982年 外国人受け入れを始める。下町の外国人宿としてテレビ、ラジオ、雑誌等で紹介され評判になる。

　        　外国人客を積極的に受け入れている旅館の全国組織「ジャパニーズ・イン・グループ」
(80軒加盟)の会長に就任(平成1998年まで)

2003年 観光カリスマ(下町の外国人もてなしカリスマ)に認定される。

2007年 地域活性化伝導師に任命される。
増田 寛也 氏

  1977年 東京大学法学部卒業、建設省入省

その後、千葉県警察本部交通部交通指導課長、茨城県企画部鉄道交通課長、建設省河川局河川総務課企画官

等を歴任し、

1994年 同省建設経済局建設業課紛争調整官で退職

  1995年 岩手県知事（全国最年少．４３歳）
  1999年 岩手県知事（再選）

  2003年 岩手県知事（三選）(マニフェストを掲げて当選)
  2007年 県知事選挙不出馬→退職

　現在、内閣府 地方分権改革推進委員会 委員長代理

　この間、７県知事と「地域から変わる日本推進会談」を主催、全国知事会・地方分権推進特別委員会委員長。

「新しい日本をつくる国民会議」（２１世紀臨調）副代表を務める。２年間で公共事業を３割削減に代表される
自ら痛みを伴うマニフェストを打ち出す、政策に効率を持ち込む、プライマリーバランスの黒字化達成等、
改革派知事として、地方分権の確立のため活躍。自ら主張する多選禁止の信念に従い、統一地方選不出馬。
石戸 奈々子 氏

　東京大学工学部卒業後、渡米し、マサチューセッツ工科大学メディアラボ客員研究員に。

スタンフォード日本センターのプロジェクトコーディネイターを兼職。

その間、こどもの創造力・表現力を育むＮＰＯ法人「ＣＡＮＶＡＳ」を創設、現在、ＣＡＮＶＡＳ副理事長。

久米 信行 氏

イマジニアで株式ゲーム、日興証券で相続診断システムを開発後、家業の三代目となる。
T-GALAXY.comで日経インターネットアワード、IT経営百選受賞。
現在第二創業期に邁進し、久米繊維謹製「色丸首」「生成丸首」を世に問う。AllAbout Tシャツガイド。
明治大学商学部講師。東京商工会議所IT分科会長、墨田ブランドアップ推進会議委員。

連載：経営者会報、日経パソコン、日経ITpro、NTTコムウェアCOMZINE等多数。
著書「メール道」「ブログ道」(NTT出版） 

1963年 東京下町 墨田区石原町に生まれ太平町に育ち、二葉小、錦糸中、慶應高、
慶應義塾大学経済学部卒業。イマジニア株式会社　新卒第一期入社、

同社でファミコンゲームソフト「松本亨の株式必勝学」の企画開発と飛び込み営業 

1988年 日興證券株式会社　入社、同社営業開発部でAI資金運用・相続診断システム
「ベストプランナー」の企画開発とＦＰ（ファイナンシャル・プランニング）営業研修・推進

1994年 国産Ｔシャツメーカー久米繊維工業株式会社(1935年創業)代表取締役に就任。
日経ベンチャーwebサイトで「経営よもやま話」連載開始 

1997年 Ｔシャツ受注生産サイトT-GALAXY.COMで日経インターネットアワード受賞、

日経パソコン「焦点」連載、ソフト化経済センター客員研究員、東京商工会議所IT推進委員等歴任。
KKベストセラーズ「証券会社が教えない危ないネット取引上手いネット取引」出版 

2001年 NPO法人日本オーガニックコットン協会理事に就任。

All About Japan Ｔシャツガイド、eメール・ブログマーケティングのカレン社外取締役、
NTTコムウエアCOMZINE「メール道」連載、日経アドバンテージで「CSOを育てる」連載、
日経PC21「メール道」連載。
2004年「メール道」がAmazonビジネス3部門1位、韓国語版も出版される。
2005年 久米繊維三代目として第二創業プロジェクト始動。

経済産業省ＩＴ経営百選 最優秀賞受賞。
東京商工会議所 企業経営委員 墨田支部ＩＴ分科会長、日本財団Canpanエディター、

日立/中小機構ネクスト・ファンド アドバイザリ委員等歴任。NTT出版より書籍「ブログ道」出版、
日経IT-Pro Watcher「企業経営に生かすBlog道」連載開始。
2006年 経営者会報「社長のためのブログ道」連載開始、経営者会報ブログをプロデュース。 

明治大学商学部「ベンチャービジネス論/企業プランニング論」講師

東京商工会議所墨田支部「墨田ブランドアップ推進会議委員」。
田村 真理子 氏
フランス留学後、通訳・翻訳業を経て、日本経済新聞社「日経VBC」誌、
日経BP社「日経ベンチャー」誌などの編集を担当。

2000年 日本ベンチャー学会事務局長(現職)。
2006年より早稲田大学客員教授、インキュベータマネージャー。

「中小・ベンチャー、企業家、女性企業家」などの分野を得意とし、多くの調査・取材を手掛け執筆している。

主な著書に『女性起業家たち』（日本経済新聞社）、『起業家の輩出』（共著：日本経済新聞社）、

主な執筆記事に『The Japan Journal』(外国語で日本を伝える月刊情報誌）の「大学発ベンチャー」

「地域クラスター」「ものづくり企業」等の連載など多数。また、文部科学省科学技術・学術審議会委員

産学官連携推進委員会をはじめ、さまざまな行政の委員も務めるなど、多方面で活躍中。
麻生 菜穂美氏

1983年津田塾大学学芸学部国際関係学科卒

日本舞踊家（直派若柳流理事、師範名取）マーケティングコンサルタント（株式会社maab取締役COO）。

ソニー、ハナエモリ・インターナショナルなどの国際企業を経て1990年よりオリンピックに携わる。

1997年には長野オリンピックの調整役として国際オリンピック委員会(IOC：スイス・ローザンヌ)に出向。

サマランチIOC会長の下勤務。長野オリンピックで行幸啓、渉外、広報マーケティング、財政、報道、放映権、

文化式典、情報システムなどあらゆる分野での調整を手がける。オリンピック終了後は日、英、仏それぞれ

1000頁に及ぶ公式記録の責任者となり、その後長野オリンピック記念長野マラソン大会の立ち上げに関わる。

2000年より東京でＩＴ企業のゼネラルマネージャーを務め、現在もＩＴを含めたマーケティング・コンサル

タントとして活動中。スポーツや音楽イベント等のプロデュースも手がけている。

現在は拠点を宮城県白石市に置き、白石市を中心に幅広く日本舞踊の指導にあたり、海外文化交流等に積極的

に関わる他、子供達に日舞と英会話を指導し将来の国際人養成に力を注いでいる。また地方の文化発展のため、

様々な文化行政にも関わっている。

白石市社会教育委員。白石市文化協会会計理事。景綱会副会長。

白石市古典芸能伝承の館「碧水園」子供日本舞踊講座講師。仙台育英学園英語講師
清水 宏一 氏

　1968年 京都大学法学部卒業

　1969年 京都市住宅局採用 

　1988年 教育委員会　指導部　企画調整第四課長 

　1990年 教育委員会　社会教育総合センター　事業課長 

　1996年 教育委員会　社会教育総合センター　参事 

　1997年 総合企画局　情報化推進室長

　2000年 産業観光局　理事／総合企画局　理事(兼職) 京都デジタルアーカイブ研究センター　副所長 

　2001年 総合企画局　理事(兼職免) 

　2002年 （財）京都高度技術研究所　専務理事

　2002年 京都市理事 観光政策監

　2006年 平安女学院大学 人間社会学部 国際観光コミュニケーション学科 教授

　2007年 平安女学院大学 国際観光学部 教授

　　関西ベンチャー学会理事、ＫＡＮＳＡＩ＠ＣＡＮフォーラム副運営委員長(2001年～)

　　デジタルアーカイブを駆使し、文化資産を産業振興に役立てる手法のパイオニア。

　　また、京都市の観光政策とＩＴ施策を統括し、省力化・セキュリティ強化を推進しながら、

　　ネットによる情報発信、オフシーズンの夜間拝観等を推進し、京都を訪れる年間の観光客を

　　3千万人ベースから5千万人を視野に入れるまでに拡大した。

滝 久雄 氏
  1940年 東京都出身
1963年 東京工業大学理工学部機械工学科卒業、三菱金属株式会社入社

1967年 財団法人日本交通文化協会・交通文化事業株式会社入社

1985年 株式会社ＮＫＢ 代表取締役社長就任(現職)

1993年 財団法人日本交通文化協会　理事長就任(現職)

1996年 「ぐるなび」サービス開始

1999年 株式会社ぐるなび 代表取締役会長 兼 社長就任

1999年 交通文化賞受賞

2001年 株式会社ぐるなび 代表取締役会長 兼 ＣＥＯ就任

2003年 東京都功労者賞受賞

2004年 株式会社ぐるなび 取締役会長就任(現職)

2004年 東京工業大学経営協議会・学長選考会議 構成員就任

2005年 東京工業大学大学院 客員教授就任

2006年 総務省ＩＣＴ国際競争力懇談会 構成員就任
2007年 総務省情報通信審議会 委員就任

須田 寬 氏

1931年1月28日 京都府出身

　1954年 京都大学法学部卒業

1954年 日本国有鉄道入社

　1979年 日本国有鉄道 名古屋鉄道管理局長

　1981年 日本国有鉄道 旅客局長

　1984年 日本国有鉄道 常務理事

　1987年 東海旅客鉄道株式会社 代表取締役社長

　1995年 東海旅客鉄道株式会社 代表取締役会長

　2004年 東海旅客鉄道株式会社 相談役(現職)

公職：日本観光協会中部支部長、名古屋商工会議所文化委員長　他

主要著書：JTBキャンブックス　東海道新幹線Ⅱ（JTB）、新・観光資源論　（交通新聞社）

　 　　　　 観光の新分野　産業観光（交通新聞社）

　産業遺産を観光資源として活用し、物づくりの心に触れる新しい観光を掘り起こす「産業観光」の提唱、
推進者として活躍。ディスカバリージャパンの企画推進者としても知られる。

　根っからの鉄道少年であり、全国の駅名を総て暗記しているとも言われる。
久野 美和子 氏

大学卒業後企業に就職し、通商産業省入省。関東経済産業局、産業企画部情報政策課長、産業振興部指導課長、

産業企画部新規事業課長、総務企画部企画課長、地域経済部地域経済課長を経て、2006年6月産業部次長、

  200７年４月より常陽地域研究センター研究参与(現職)及び埼玉大学客員教授。

地域産業政策、中小企業支援、創業支援、各大学との産学連携推進、大学発ベンチャー支援、地域の支援機関とのネットワーク形成・助言、銀行との連携を推進してきており、地域における各分野のハブ的存在になっている。また静岡、栃木、さいたま、荒川区など、各地域における産業ビジョン策定委員などを歴任。昨年度は大田区にて、｢若者と中小企業のネットワーク構築事業｣を手がけている。これらの活動を通じて、地域の公的機関や中小企業、大学と広範囲なヒューマンネットワークを形成している。

中原 新太郎

   1961年横浜生まれ。MOT、IT並びに、IT・デザイン等の複数の手法を駆使した地域活性化の専門家。

　 1985年上智大学理工学部電気電子工学科卒後、三菱電機(株)入社。 

　 2000年 同社 関西支社 ＮＴＴ部 企画グループマネージャー

　 2002年 同社 ＮＴＴ事業部 計画部 企画課長

   2005年 情報通信ネットワーク産業協会へ出向 技術政策部長(現職)

    会社員生活の傍ら日本ベンチャー学会 イノベーション研究部会 代表世話人兼幹事、研究・技術計画学会

 評議員、ＫＡＮＳＡＩ＠ＣＡＮフォーラム運営委員、社団法人神奈川県経営管理センター参事、

映像情報メディア学会マルチメディア・アントレプレナー・エンジニアリング研究会運営委員を務める。

沖縄以外の総ての都道府県を訪問。地域、分野をまたがる新結合を介在する橋渡し役・コミュニケーター。
    2001年 2月～2003年3月 関西ベンチャー学会理事、他 大学非常勤講師多数。
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